
Form No. 3481-814 Rev A

Greensmaster® 3250-D 2輪駆動トトト
ラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
モモモデデデルルル番号 04384—シシシリリリアアアルルル番号 420400000以上

製品の登録は www.Toro.com.
この文書は翻訳です。 (JA) *3481-814* 



この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

このマシンにテレマティクスデバイスが装備されている
場合、Toro認定代理店にお問い合わてデバイスをアク
ティベートしてください。

警告
カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州

第65号決議ににによよよるるる警告
カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排気にににははは発癌性ややや先天性異常なななどどどののの原因とととななな
るるる物質ががが含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。
バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関連製品にににははは鉛ががが含
まままれれれててておおおりりり、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは発ガガガンンン性
ややや先天性異常ををを引ききき起こここすすす物質とととささされれれててていいいままま
すすす。取りりり扱いいい後ははは手をををよよよくくく洗っっってててくくくだだださささいいい。
米国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは、こここののの製品ををを使用ししし
たたた場合、ガガガンンンややや先天性異常なななどどどををを誘発すすするるる物
質ににに触れれれるるる可能性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用グリーンモ
アであり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。こ
の製品は、適切な管理を受けている芝生の刈り込みに
使用することを主たる目的とする機械です。このマシン
は本来の目的から外れた使用をすると運転者本人や周
囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

安全上の注意事項、取扱い説明書、アクセサリについ
ての資料、代理店の検索、製品のご登録などについ
ては www.Toro.com へ。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社正規代理店におたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル番号
とシリアル番号をお知らせください。図 1にモデル番号
とシリアル番号を刻印した銘板の取り付け位置を示しま
す。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重要 シシシリリリアアアルルル番号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無いいい
場合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、製品
保証、パパパーーーツツツそそそののの他ののの製品情報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。

g234995

図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番号

シシシリリリアアアルルル番号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重要 は
製品の構造などについての注意点を、注はその他の
注意点を表しています。
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安全にににつつついいいててて
安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
このマシンは手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり､内容をよく理解してください｡

• このマシンを運転する時は常に十分な注意を払って
ください。運転中は運転操作に集中してください注
意散漫は事故の大きな原因となります。

• マシンの可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 作業場所に、無用の大人、子供、ペットなどを
近づけないでください。絶対に子供に運転させな
いでください。

• 運転位置を離れる時は、マシンを停止させ、キー
を抜き取り、各部の動作が完全に停止したのを確
認してください。調整、整備、洗浄、格納などは、
マシンが十分に冷えてから行ってください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください「注意」、「警告」、および「危険」の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

安全ラララベベベルルルととと指示ラララベベベルルル
危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal139-2726

139-2726

decal93-8068

93-8068

1. ステアリングアームのロックおよびロック解除方法については
オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal93-6686

93-6686

1. 油圧作動液
2. オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal93-6681

93-6681

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal93-6689

93-6689

1. 警告 人を乗せないこと。
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decal127-6115

127-6115

1. リール下降して回転 5. ライトシングル 9. 低速、リールは前転 13. 無段階で速度変更
2. カッティングユニット上昇 6. OFF 10. ニュートラル、リール逆転 14. 低速
3. ボタンを押す 7. ライトダブル 11. 前進走行
4. エンジン冷却液温度 8. 高速、リールは停止 12. 高速

decal104-7729

104-7729

1. 警告 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指の切断の危険エ
ンジンを止め、各部が完全
に停止するまで待つこと。

decal115-8155

115-8155

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと始動補助剤を
使用しないこと。

decal106-5976

106-5976

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。
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decal93-8062

93-8062

1. 駐車ブレーキを掛けるに
は、ブレーキペダルとロッ
クペダルを踏み込む。

3. 駐車ブレーキロック

2. 駐車ブレーキを解除するに
は、ブレーキペダルを踏み
込む。

decal136-8506

136-8506

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと必ず講習を
受けてから運転すること。

4. 転倒する危険旋回開始前
に十分に速度を落とすこ
と高速でターンしないこと。

2. 警告 聴覚保護具を着用の
こと。

5. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

3. 手足や指の切断の危険 可
動部に近づかないことすべ
てのガード類を正しく取り付
けて使用すること。

6. 警告車両を離れるときは
駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜く
こと。

decal136-8505

136-8505
注 このマシンは、業界で推奨される最大傾斜角度を用いた前後方
向および左右方向の標準安定試験に合格しており、使用を認めら
れる法面の最大角度がデカルに記載されています。斜面で運転す
る場合の条件や注意点について、また、特殊な天候や場所条件の
もとでこのマシンを使用することができるかどうかを判断する方法に
ついて、オペレーターズマニュアルで確認してください。同じ斜面上
であっても、地表面の条件が変われば運転条件が変わります。

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと必ず講習を
受けてから運転すること。

4. 転倒の危険15°を超える斜
面では使用しないこと

2. 警告 聴覚保護具を着用の
こと。

5. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

3. 手足や指の切断の危険 可
動部に近づかないことすべ
てのガード類を正しく取り付
けて使用すること。

6. 警告車両を離れるときは
駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜く
こと。

decal133-8062

133-8062

6
 



decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関すすするるる注意標識
全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal115-8226

115-8226

1. 転倒の危険オペレーターズマニュアルを読むことシートベルト
を着用すること。ROPS を外さないこと。

decal115-8156

115-8156

1. リール高さ 3. 8枚刃カッティングユニット 5. 14枚刃カッティングユニット 7. 高速
2. 5枚刃カッティングユニット 4. 11枚刃カッティングユニット 6. リール速度 8. 低速
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decal163-8786

163-8786

1. 注意—作動油レベル 4. エンジン予熱

2. オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. エンジン 始動
3. エンジン停止
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組みみみ立ててて
付属部品
すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手順 内容 数量 用途

運転席 11 ナット5/16" 4 ベースに運転席を取り付けるます。

2 必要なパーツはありません。 – バッテリーを充電する。

ROPS バー 1
ボルト⅝ x 4½" 43
ロックナット⅝" 4

ROPSを取り付けます。

テレマティクスデバイス 1
デバイスブラケット 1
テレマティクスワイヤーハーネス 1
ボルト#10 2
ナット#10 2
ボルト 1

4

ナット⅜" 2

テレマティクス デバイスを設置する。

5 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を下げます。

キャリアフレーム 2
スペーサ 2
ボルト½" x 3¼" 26
ロックナット½" 2

前キャリアフレームを取り付けます。.

7 必要なパーツはありません。 – キャリアフレームのローラを調整する.

8 必要なパーツはありません。 – オイルクーラオプションを取り付けます。

オフセットリフトフック取り付け手順につい
てはカッティングユニットのオペレーター
ズマニュアルを参照のこと

3

ねじカッティングユニットの付属品 6
ボルト#10 x ⅝" 1
ジャムナット#10 1
カッティングユニット別売 3
ボールスタッドカッティングユニットの付
属品 6

9

集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付ける。

10 必要なパーツはありません。 – 外側集草バスケットにマークを付けます。

11 必要なパーツはありません。 – 移動走行時の高さを調整するします。

12 CE ガードキットP/N 04441別途購入の
こと

1 CE ガードキットを取り付けます。
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手順 内容 数量 用途

警告デカルP/N 136-8505 1
CE マークデカル 113
CE 製造年表示ステッカー 1

必要に応じて CE用デカルを貼り付けま
す。

14 必要なパーツはありません。 – ブレーキの慣らし掛けを行います。

注 グリーンズマスター 3250-D にカッティングユニット
の取り付けに必要な部品はカッティングユニットに付
属しています。

1
運転席ををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 運転席

4 ナット5/16"

手順
注 運転席を前方の取り付け穴に取り付けると、さらに
7.6 cm前方向に調整ができます後方の取り付け穴に取
り付けると、さらに 7.6 cmの後方まで調整ができます。
1. シートスライドを出荷用のベースストラップに固定

しているロックナットを取り外す。取り外したロッ
クナットは廃棄する。

2. シートスイッチにワイヤハーネスを接続する。

3. 付属部品に入っているロックナット5/16"を使って、
シートスライドをシートサポートに固定する図 3。

g008408

図 3

1. 運転席の支持棒 2. シートスライド
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2
バババッッッテテテリリリーーーををを充電すすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
バッテリーを充電する; バッテリーを充電する (ページ
38)を参照。

3
ROPSををを取りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ROPS バー

4 ボルト⅝ x 4½"

4 ロックナット⅝"

手順
1. ROPSの上部の湾曲部が機体の前方を向くよう

に ROPS を配置する図 4。

g019975

図 4

1. ROPS バー 3. ロックナット⅝"
2. ボルト⅝ x 4½"

2. ROPS をフレームの上に降ろし、取り付け穴に
整列させる図 4。

3. ROPSの左右それぞれをフレームに固定するボ
ルト2本⅝ x 4½"と、ロックナットを 図 4 のよう
に使用する。

4. ボルト・ナットを 183-223 N·m9.3-11.8 kg.m =
135-165 ft-lbにトルク締めする。
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4
テテテレレレマママテテティィィクククスススデデデバババイイイスススののの設置

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 テレマティクスデバイス

1 デバイスブラケット

1 テレマティクスワイヤーハーネス

2 ボルト#10

2 ナット#10

1 ボルト

2 ナット⅜"

手順
1. Uボルトとナット (⅜") 2個を使って、デバイスブラ

ケットをロールバーに固定する(図 5)。
2. デバイスコネクタをテレマティクスワイヤハーネ

スのP02というラベルの付いたコネクタに取り付
ける (図 5) 。

3. ワイヤーハーネスをロールバーの下に配線し、
P01というラベルの付いたワイヤーハーネスコネ
クタをP48というラベルの付いたマシンワイヤー
ハーネスのコネクタに接続する。

ボルト (#10) 2本とナット (#10)2個を使って、テ
レマティクスデバイスをデバイスブラケットに固
定する図 5。

g535780

図 5

1. ボルト#10 5. テレマティクスワイヤーハー
ネス

2. テレマティクスデバイス 6. ボルト

3. デバイスブラケット 7. ナット⅜"
4. ナット#10 8. テレマティクスワイヤーハー

ネスのコネクタ
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5
タタタイイイヤヤヤ空気圧ををを下げげげるるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。運
転前に正しいレベルに下げてください。 タイヤ空気圧を
点検する (ページ 39)を参照してください。

6
前キキキャャャリリリアアアフフフレレレーーームムムををを取りりり付けけけ
るるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 キャリアフレーム

2 スペーサ

2 ボルト½" x 3¼"

2 ロックナット½"

手順
1. 各クレビスにキャリアフレームを取りつけるスペー

サ、ボルト½ x 3¼"、ロックナット½"を使用する
図 6。91-113 N·m9.3-11.3 kg.m = 67-83 ft-lbに
トルク締めする。

g016465

図 6

1. キャリアフレーム 4. ボルト¼ x 3½"
2. スペーサ 5. ロックナット½"
3. クレビス

2. 各キャリアフレームのブッシュに、No. 2 リチウム
系汎用グリスを注入する。

7
キキキャャャリリリアアアフフフレレレーーームムムのののロロローーーラララををを調
整すすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットのキャ

リアフレームを床まで降下させる。

2. キャリアフレームのローラと床面との間に13 mm
のすき間があることを確認する。

3. キャリアフレームのローラが床面に対して平行
であることを確認する。平行でない場合には、
キャリアフレームの端部に長い棒などを差し込ん
で修正する。

4. すき間の調整が必要な場合には、キャリアフレー
ムのストップねじ図 7についているジャムナットを
ゆるめ、ストップねじの高さを変えてキャリアフ
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レームの高さを調整する。ジャムナットを締めて
調整を固定する。

g008412

図 7

1. キャリアフレームのローラ 2. キャリアフレームのストップ
ねじ

8
オオオイイイルルルクククーーーラララををを取りりり付けけけるるる
オオオプププシシショョョンンン

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
注 周囲温度が 20-49 °C70ｰ120 °Fになるような環境で
使用する場合や、大きな負荷の掛かる使い方フェア
ウェイ刈りに使用する、バーチカッターを取り付けて使
用するなどをする場合には、油圧オイルクーラキット
P/No. 104–7701を取り付けてください。

9
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取りりり付
けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

3 オフセットリフトフック取り付け手順についてはカッティン
グユニットのオペレーターズマニュアルを参照のこと

6 ねじカッティングユニットの付属品

1 ボルト#10 x ⅝"

1 ジャムナット#10

3 カッティングユニット別売

6 ボールスタッドカッティングユニットの付属品

3 集草バスケット

手順
注 研磨、刈高調整などを行うときには、リールモー
タをサポートチューブに入れておくとホースを保護す
ることができます。

重要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーーフフフレレレーーームムムににに入れれれたたたまままままま
でででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「移動走行」位置にににしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破損すすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。
1. カッティングユニットをカートンから取り出す。カッ

ティングユニットのオペレーターズマニュアルに
従って組み立て、調整を行う。

2. カッティングユニットをプルフレームの下に引き入
れ、吊り輪を昇降アームに引っかける。

3. ボールジョイントのレシーバのスリーブを後ろに
ずらし、レシーバをカッティングユニットのボール
スタッドに嵌め合わせる図 8。
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g021274

図 8

1. プルリンク･エクステンション 3. ボールジョイント・レシーバ

2. プルアーム

4. キャリアフレームに集草バスケットを取り付ける。

5. 集草バスケットとリール刃との間のすきまが 2-3
mmになるように、プルリンクを調整する。集草バ
スケットのリップが、両側ともリールの刃から等
距離となるように調整すること。

6. ソケットの口をボールスタッドに向けてソケットを
ボールジョイントに嵌め、ジャムナットを締めて
固定する。

7. リールモータ取り付けボルトのねじの頭が、そ
れぞれおよそ 13 mm突き出した状態になるよう
にすること図 9。

g008420

図 9

1. 取り付けボルト 2. 駆動モータ

8. リールモータのシャフトのスプライン部にグリスを
塗布する。モータを取り付け穴に正対させ、時計

方向にひねってスタッドを一回かわし、モータを左
にひねってフランジをスタッドに嵌め合わせ図 9、

9. 取り付けボルトを締め付ける図 9。

10
外側集草バババスススケケケッッットトトにににマママーーーククク
ををを付けけけるるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
芝刈り作業時に列を揃えやすいように、2番と3番の集
草バスケットに以下のようなマークを入れておきます

1. 各バスケットの外側のエッジから、127 mm を
測る。

2. その位置に白色テープか白ペンキで集草箱の縁
と平行に目印を入れる図 10。

g005115

図 10

1. 目印 3. 刈り終わった側右側
2. 127 mm 程度 4. 刈り込み中は前方 1.8-3 m

付近に視線を合わせてお
く。
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11
移動走行時ののの高さささををを調整すすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
移動走行時の高さを調べ図 12と図 13、必要に応じて
調整する。

1. 平らな場所に駐車する。

2. オフセット吊り下げフック図 11、挿入図のついて
いるカッティングユニットでは、キャリアフレーム
調整ねじの上端からキャリアフレームの背面まで
の距離が 25 mm になっていることを確認する。
距離が 25 mm でない場合には手順へ進む。4

g008423

図 11

1. 移動走行プレート 4. オフセットリフトフック

2. 調整ねじ 5. 25 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

3. チェーンリンクまたはストレートリフトフック図 12と
図 13、挿入図のついているカッティングユニット
では、キャリアフレーム調整ねじの上端からキャ
リアフレームの背面までの距離が 22 mm になっ
ていることを確認する。距離が 22 mm でない場
合には手順4 へ進む。オフセットリフトリンク図
11のついているカッティングユニットの場合は、
次のステップに進む。

g008421

図 12

1. 移動走行プレート 4. チェーンリンク

2. 調整ねじ 5. 22 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

g008422

図 13

1. 移動走行プレート 4. リンクフック

2. 調整ねじ 5. 22 mm

3. 移動走行プレート取り付け
ねじ

4. 移動走行プレート取り付けねじをゆるめる図 12 と
図 13 と 図 11。

5. カッティングユニットを移動走行位置に上昇させ
る。

重要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー保管位置ににに入れれれ
たたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「移動走行」位置ににに
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破損すすするるる
恐れれれがががああありりりままますすす。
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6. 各キャリアフレームが床面から同じ高さにあるこ
とを確認する。高さがそろっていれば、手順8へ
進む。

7. キャリアフレームの高さが同じでない場合には、
キャリアフレーム調整ねじについているジャムナッ
トをゆるめる図 11と図 12と図 13。高くするに
はねじを外方向にまわし、低くするには内方向
にまわす。調整ができたらジャムナットを締めて
調整を固定する。

8. 移動走行プレートがフレームにロックするまでプ
レートをまわす。ねじを締め付ける。

12
CE ガガガーーードドドキキキッッットトトををを取りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 CE ガードキットP/N 04441別途購入のこと

手順
CE ガードキットP/N 04441を取り付けるキットの取り付
け要領書を参照。

この機械は、ガードキットを取り付けることにより EN
ISO 5395:2013規格に適合します。

13
CE用デデデカカカルルルををを貼りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 警告デカルP/N 136-8505

1 CE マークデカル

1 CE 製造年表示ステッカー

手順
CE地域内でこのマシンを使用する場合には、ウェイ
トキットとガードキットをマシンに取り付けた後で、以
下の作業を行ってください

• CE警告ステッカーP/N 136–8505を、既存の警告
ステッカーP/N 136–8506の上から貼り付ける図
14を参照。

g235881

図 14

1. CE警告ステッカーP/N 136-8506を、CE警告ステッカーP/N
136-8505をここに貼り付ける。

• シリアル番号プレートの隣に CE マークを貼りつけ
る図 15。

g234996

図 15

1. CE製造年表示ステッカー 3. 銘板
2. CE マークステッカー

• CE マークの隣に CE製造年ステッカーを貼り付け
る図 15。

14
ブブブレレレーーーキキキののの慣らららししし掛けけけををを行ううう

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
ブレーキの慣らし掛けを行う ブレーキの慣らし掛けを
行う (ページ 42)を参照。
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製品ののの概要
各部ののの名称ととと操作

走行ペペペダダダルルル
走行ペダル図 16には3つの機能があります 前進走
行、後退走行、それに停止です。右足のつま先とか
かとを使いますペダル前部を踏み込むと前進、後部を
踏み込むと後退です。前進中に後退位置に踏み込むと
素早く停止することができます。ペダルをニュートラル
位置にすると車両は停止します。ペダルから足をはな
すだけでもニュートラル位置となります。前進中にかか
とをペダル後部に乗せないでください図 17。

g008430

図 16

1. 走行ペダル 3. 駐車ブレーキのタブ
2. ブレーキペダル

g005105

図 17

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 16を踏み込むと、前輪のブレーキ
が作動して停止します。

駐車ブブブレレレーーーキキキタタタブブブ
ブレーキを掛けるには、ブレーキペダルをしっかり踏み
込んだ状態でブレーキタブ図 16を踏み込みます。ブ
レーキペダルをもう一度踏み込むと解除されます。本機
を離れるときには必ず駐車ブレーキを掛けてください。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル
スロットルコントロール図 18はエンジンの回転速度
rpmを制御するものです。スロットルコントロールを高
速方向へ動かすとエンジンの速度が上がり、低速う方
向に動かすとエンジンの速度が下がります。走行速
度は以下の通りです
• 刈り込み時前進速度 3.2-8 km/h
• 最大移動走行速度14.1 km/h
• 後退速度4.0 km/h

注スロットルでエンジンを停止させることはできません。

g583176

図 18

1. スロットルコントロール 7. エンジンオイル圧警告灯
2. モードレバー 8. バッテリー警告ランプ
3. アワーメータ 9. 警告灯—油圧漏れ検知

キット

4. 始動スイッチ 10. グロープラグ・インジケータ

5. ハンドルアームの固定レ
バー

11. ジョイスティックカッティング
ユニット操作レバー

6. 冷却水温警告灯 12. オーバーヒート時の緊急始
動ボタン

モモモーーードドドレレレバババーーー
モードレバー図 18は、2種類の走行モード位置とニュー
トラル位置とがあります。走行中に「芝刈り走行」か
ら「移動走行」へ、またその逆へニュートラルで止
めずに切り替えることができます。マシンを損傷する
心配はありません。

18
 



• 後位置ニュートラルバックラップ位置

• 中位置芝刈り位置

• 前位置現場間の移動走行位置

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ図 18は、本機の積算運転時間を表示し
ます。アワーメータはキースイッチをON位置にすると
作動を開始します。

始動スススイイイッッッチチチ
スイッチ図 18にキーを差し込んで右へSTART位置まで
回すとエンジンが始動します。エンジンが始動したら
キーから手を放すと、キーは自動的にON位置に動き
ます。エンジンを停止させるには、キーを左に回して
STOP位置にしてください。

ハハハンンンドドドルルルアアアーーームムムののの固定レレレバババーーー
レバー図 18を手前に倒してゆるめるとハンドルの高さ
調整ができます。使いやすい位置に調整してください。
レバーを前に倒すと調整が固定されます。

冷却水温警告灯
エンジンの冷却液の温度が異常に高くなるとエンジン
冷却水ランプ図 18が点灯し、エンジンは自動的に停
止します。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧警告灯
エンジンオイル圧力ランプ図 18はエンジンオイルの圧
力が異常に低下すると点灯します。

バババッッッテテテリリリーーー警告ララランンンプププ
このランプ図 18は、バッテリーのチャージが低下する
と点灯します。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタララランンンプププ

グロープラグインジケータランプ図 18は、グロープラグ
が作動中に点灯します。

注 エンジン始動後にこのランプが短時間点灯すること
がありますが、異常ではありません。

油圧漏れれれ検知ララライイイトトト
油圧漏れれれ検知キキキッッットトト装備ささされれれててていいいるるる場合

油圧漏れ検知キットマシンに装備されている場合が油
圧漏れを検知すると、ライト図 18が点灯します。

ジジジョョョイイイススステテティィィッッックククカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
操作レレレバババーーー
このレバー図 18を前に倒すとカッティングユニットが下
降してリールが回転を開始します。後ろに引くとリール
は上昇して停止します。後ろに軽く引いて手を放すと
カッティングユニットを上昇させずにリールの回転だ
けを止めることができます。前に軽く倒せばリールは
回転を開始します。

オオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト時ののの緊急始動ボボボタタタンンン
万一、オーバーヒートのためにエンジンが自動停止し
てしまった場合には、この緊急始動ボタン図 18を押
し続けた状態でエンジンを始動して車両を緊急移動す
ることができます。

注 このボタンから手を離すとエンジンは停止します。
このボタンは緊急時に限り、ごく短時間だけ使用する
ようにしてください。

バババッッックククラララッッップププレレレバババーーー

バックラップレバー図 19は、リール回転許可レバージョ
イスティックおよびリール回転速度コントロールと共に、
リールをバックラップするときに使用します。

g008432

図 19

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

リリリーーールルル速度コココンンントトトロロローーールルル
リール速度コントロール図 19は、リールの回転速度
を調整します。
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座席調整レレレバババーーー
座席調整レバーは運転席の左下にあり図 20、前後18
cm の位置調整が可能です。

g008433

図 20

1. 座席調整レバー

燃料バババルルルブブブ
格納時やトレーラなどで長距離を輸送する場合には、燃
料タンク下部にある燃料バルブ図 21を閉じてください。

g008434

図 21

1. 燃料バルブ燃料タンクの下

仕様
注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

刈り幅 150 cm

ホイールトレッド 128 cm

ホイールベース 123 cm

全長バスケットを含む 238 cm

全幅 173 cm

全高 197 cm

エンジンの速度設定 ハイアイドル 2,710 ± 50rpm
ローアイドル1,500 ± 50rpm

純重量11枚刃リールを含む 680 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運転操作
注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運転ののの前ににに
運転前ののの安全確認
安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください｡地域によっては
マシンのオペレータに年齢制限を設けていることが
ありますのでご注意ください。オーナーは、オペレー
タ全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう｡

• 運転席を離れる前に、マシンを停止し、キーを抜
き取り、機械の動きが完全に停止したのを確認す
る。調整、整備、洗浄、格納などは、機体が十
分に冷えてから行ってください。

• 緊急停止方法に慣れておきましょう。
• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、またガードな
どの安全保護具が外れたり壊れたりしていないか
点検してください。これらが正しく機能しない時に
は機械を使用しないでください。

• 使用前に必ず、カッティングユニットの点検を行って
ください。

• これからマシンで作業する場所をよく確認し、マシン
に巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃料にににつつついいいてててののの安全事項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ
い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、マシンや燃料
容器を保管･格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分

に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

燃料ををを補給すすするるる
• 燃料タタタンンンククク容量22.7 リットル
• 使用推奨燃料

– 機械の性能を最大限に発揮させるため、硫黄
分の少ない微量500ppm 未満、または極微
量15ppm未満の新しい軽油またはバイオディー
ゼル燃料以外は使用しないでください。セタン値
が 40以上のものをお使いください。燃料の劣化
を避けるため、180日以内に使いきれる程度の
量を購入するようにしてください。

– 気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用
しますが、気温が -7℃以下の季節には冬用燃
料1号軽油または1号と2号の混合を使用してくだ
さい。低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、
発火点や流動点が下がってエンジンが始動しや
すくなるばかりでなく、燃料の成分分離ワックス
状物質の沈殿によるフィルタの目詰まりを防止
できるなどの利点があります。

注 気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用
する方が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

– この機械はバイオディーゼル燃料を混合した
B20燃料バイオディーゼル燃料が20、通常軽油
が80を使用することができます。ただし、混合
されている軽油のイオウ含有量は低レベルまた
は極低レベルである必要があります。以下の
注意を守ってお使いください。

◊ バイオディーゼル成分が ASTM D6751 また
は EN 14214 に適合しているものを使用し
てください。

◊ 混合後の成分構成が ASTM D975 または
EN 590 に適合していること。

◊ バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷
める可能性がある。

◊ 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が
5またはそれ以下の製品を使用すること。

◊ 時間経過による劣化がありうるので、シール
部分、ホース、ガスケットなど燃料に直接接
する部分をまめに点検すること。

◊ バイオディーゼル燃料に切り換えた後に燃
料フィルタが詰まる場合がある。

◊ バイオディーゼル燃料についてのより詳細な
情報は代理店におたずねください。

1. 燃料キャップの周囲をきれいに拭いてキャップを
外す図 22。
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g005112

図 22

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料タンクの首の根元から 6-13 mm 程度下ま
で給油する。

重要 入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。
3. 給油が終わったらキャップを締める。
4. こぼれた燃料はふき取る。

毎日ののの整備作業ををを実施すすするるる
整備間隔: 使用するごとまたは毎日
毎日の運転前に以下の作業を行ってください
• エンジンオイルの量を点検する エンジンオイルを点
検する (ページ 33)を参照。

• 燃料フィルタからの水抜きを行う燃料フィルタからの
水抜き (ページ 35)を参照。

• 冷却系統を点検する; 冷却系統の整備 (ページ
41) を参照。

• タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 39)を参照。

• 油圧オイルの量を点検する 油圧オイルの量を点検
する (ページ 45)を参照。

• リールとベッドナイフの刃合わせを点検する リー
ルとベッドナイフの摺り合わせを点検する (ページ
46)を参照。

運転中ににに
運転中ののの安全確認
安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• このマシンを運転する時は常に十分な注意を払って
ください。運転中は運転操作に集中してください注
意散漫は事故の大きな原因となります。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 散布車には人を乗せないでください。
• 作業場所に、無用の大人、子供、ペットなどを近
づけないでください。周囲が無人でない場合は、集
草バスケットを取り付けた上で、安全に十分注意
してください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の刈り込みは避けてください。接地力が落
ちてスリップする危険が高くなります。

• カッティングユニットに手足を近づけないでください。
• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 刈り込み中以外は必ずカッティングユニットを止め
ておいてください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• エンジンは換気の十分確保された場所で運転してく
ださい。排気ガスには致死性ガスである一酸化炭
素が含まれています。

• エンジンの掛かっているマシンからは離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に
– 平らな場所に駐車する。
– カッティングユニットを床面まで下降させユニット
の動作が停止したことを確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。
– エンジンを止め、キーを抜き取る。
– 全ての動きが停止するのを待つ。

• マシンの運転は十分な視界の確保ができる適切な
天候条件のもとで行ってください。落雷の危険があ
る時には運転しないでください。

横転保護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安全
確認
• POPS構成物は一切マシンから外さないでください。
• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 運転時には必ずシートベルトを着用してください。
• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。
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• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPS が破損した場合はすべて新しいものに交
換してください。修理したり改造しての使用はしな
いでください。

斜面でででののの安全確保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に挙げる、斜面で運転する場合の安全上の注
意を必ず読んで内容をしっかり理解してください。実
際に運転する前に、現場の状態をよく観察し、その
日その場所でこのマシンで安全に作業ができるかど
うかを判断してください。同じ斜面上であっても、地
表面の条件が変われば運転条件が変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒し
てください。深い芝生に隠れて障害物が見えない
ことがあります。不整地ではマシンが転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、マシンが瞬時
に転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗用
の刈り込みマシンで斜面を刈り込むことに危険が感
じられる場合は歩行型のマシンをお使いください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン
グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業
には十分な注意を払ってください。アタッチメントに
よってマシンの安定性が変わり、安全限界が変わ
る場合がありますからご注意ください。

慣らららししし運転期間
慣らし運転期間中のオイル交換や初期整備作業に
ついては、機械に付属のエンジンマニュアルを参照
してください。

運転開始直後 8運転時間を慣らし運転期間とします。
この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性を確
保する上で非常に重要ですから、各機能や動作を入念
に観察し、小さな異常でも早期に発見・解決しておいて
ください。また、この期間中はオイル漏れや部品のゆ
るみの点検を頻繁におこなってください。

エエエンンンジジジンンンののの始動手順
重要始動補助剤エエエーーーテテテルルルなななどどどををを使用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。
注以下の場合には、エンジンを始動する前に燃料シス
テムのエア抜きが必要な場合があります
• 新車を初めて始動する時
• 燃料切れでエンジンが停止した時
• 燃料系統の整備作業を行った時

エンジンのオーナーズマニュアルを参照のこと。
1. 着席し、駐車ブレーキをロックし、モードレバーを

ニュートラル位置にし、芝刈りレバーがニュートラ
ルになっていることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認する。

3. スロットルレバーを低速位置に動かす。
4. スタータスイッチにキーを差し込んで ON位置に
回す。グロープラグランプが消えるまでキーを
ON位置に保持する約 6秒間。

5. 始動キーを START位置に回す。
重要 スススタタターーータタタモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを防止すすするるる
たたためめめ、スススタタターーータタタははは10秒間以上連続ででで回転さささせせせななな
いいいでででくくくだだださささいいい。10秒間連続ででで使用しししたたたららら､60秒間
ののの休止時間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。

6. エンジンが始動したらすぐにキーから手を放す。
キーは ON 位置に戻る。

7. エンジン始動後は数分間のウォームアップを行
う。

重要 エエエンンンジジジンンンををを初めめめててて始動しししたたた時、エエエンンンジジジンンンののの
オオオーーーバババーーーホホホーーールルルををを行っっったたた後なななどどどははは、1-2分間ののの時
間ををを取っっっててて前進おおおよよよびびび後退走行ののの確認ををを行ううう。ハハハ
ンンンドドドルルルををを左右一杯ににに切っっっててて応答ををを確認すすするるる。次ににに
エエエンンンジジジンンンををを止めめめ、各部ががが停止すすするるるのののををを待つつつ エエエンンン
ジジジンンンののの停止手順 (ペペペーーージジジ 24)ををを参照。オオオイイイルルル漏れれれ
ややや各部のののゆゆゆるるるみみみなななどどどののの異常がががななないいいかかか点検すすするるる。

エエエンンンジジジンンン始動後のののマママシシシンンンののの点
検
1. スロットルレバーをFAST位置にセットする。
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2. 芝刈りレバーを軽く前に倒す。

全部のカッティングユニットが降下して回転すれば
正常。

注 カッティングユニットが降下するためには、
モードレバーを中刈り込み位置にしておく必要
があります。

3. 芝刈りレバーを後ろに引いてみる。

カッティングユニットが停止し、一番上移動位置ま
で上昇すれば正常。

4. 機体が動かないようにブレーキを掛けた状態で、
走行ペダルを前進側と後退側に踏み込んでみる。

5. 上記を約 1-2分間行う。モードレバーをニュート
ラル位置に戻し、駐車ブレーキを掛け、エンジン
を停止する。

6. オイル漏れがないか点検し、フィッティング部か
らオイルがにじんでいる場合にはフィッティングを
締め付ける。

注 マシンが新しく、ベアリングやリールがまだ十
分になじんでいない間は、スロットルをFASTに
セットした状態でこの点検を行う必要があります。
慣らし運転期間終了後は回転速度を下げて点検
できるようになります。

注 オイル漏れが止まらない場合にはトロ社代
理店に連絡し、部品交換など適切な措置をして
もらってください。

重要 慣らららししし運転期間中ははは、モモモーーータタタやややホホホイイイーーールルルののの
シシシーーールルルかかかららら、短期間、ごごごくくく少量のののオオオイイイルルルがががにににじじじむむむ
ここことととがががああありりりままますすす。こここれれれはははシシシーーールルルににに適切ななな潤滑ををを与
えええるるるたたためめめでででああありりり、異常ででではははああありりりままませせせんんん。

エエエンンンジジジンンンののの停止手順
1. スロットルレバーを低速位置にし、芝刈りレバー

を手前に引き、モードレバーをニュートラル位置
にする。

2. その後にキーをOFFにしてエンジンを停止させ
てください。事故防止のため、キーは抜き取っ
ておく。

3. 長期間保管する場合には燃料バルブを閉じて
おく。

安全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動
作ををを確認すすするるる
整備間隔: 使用するごとまたは毎日

注意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安全装置でででああありりり､こここれれれををを取りりり
外すすすととと予期せせせぬぬぬ人身事故ががが起こここりりり得るるる。
• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。
• 作業前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動作ををを点検ししし、
不具合がががあああれれればばば作業前ににに交換修理すすするるるこここととと。

安全インタロックは、人身事故や車両を損傷するなど
の危険が存在する場合に強制的に運転を停止してオペ
レータや機械を保護する安全装置です。

以下の条件がそろっていないとインタロックが作動し、
エンジンを始動することができません
• 走行ペダルがニュートラル位置にある。
• モードレバーがニュートラル位置にある。

以下の条件がそろっていないとインタロックが作動し、
走行することができません
• 駐車ブレーキが掛かっていない。
• 運転席に着席している。
• モードレバーが刈り込み位置か移動走行位置に
セットされている。

モードレバーが刈り込み位置にない場合はインタロック
が作動し、リールが回転しません。

走行ペペペダダダルルルののの点検
以下の要領で、インタロックの動作を毎日確認してく
ださい

1. 着席し、走行ペダルがニュートラル位置、モード
レバーがニュートラル位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。

2. 走行ペダルを踏み込んで前進または後退を試
みます。
インタロックによりペダルが動かないのが正常。
正しく動作しないのはインタロックの故障である
から直ちに修理する。
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機能コココンンントトトロロローーールルルののの点検
1. 着席し、走行ペダルがニュートラル位置、モード

レバーがニュートラル位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。

2. モードレバーを刈り込み位置または移動走行位置
にセットして、エンジン始動操作を行う。

エンジンが始動できないのが正常。正しく動作
しないのはインタロックの故障であるから直ちに
修理する。

3. 着席し、走行ペダルがニュートラル位置、モード
レバーがニュートラル位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。

4. エンジンを始動し、モードレバーを芝刈りまたは
移動走行位置にする。

インタロックが適切に機能してエンジンが停止す
るのが正常。

正しく動作しないのはインタロックの故障である
から直ちに修理する。

着席スススイイイッッッチチチののの動作ののの点検
1. 着席し、走行ペダルがニュートラル位置、モード

レバーがニュートラル位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。

2. エンジンを掛ける。
3. 駐車ブレーキを解除し、機能レバーを刈り込み位
置にして、運転席から立ち上がる。

インタロックが適切に機能してエンジンが停止する
のが正常。正しく動作しないのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

刈りりり込みみみレレレバババーーーののの点検
1. 着席し、走行ペダルがニュートラル位置、モード

レバーがニュートラル位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。

2. エンジンを掛ける。
3. この状態から芝刈りレバーを「芝刈り」位置に切

り換えてカッティングユニットを降下させる。カッ
ティングユニットは降下するが回転しないのが
正常。

回転するのはインタロックの故障です原因を究明
し、修正してください。

移動走行モモモーーードドドでででののの運転
• カッティングユニットが完全上昇位置にあることを
確認する。

• モードレバーを移動走行位置にする。
• 下り斜面ではブレーキを使用して車両を確実に制御
してください。

• ラフな場所に入る時やアンジュレーションを渡る時に
は必ず走行速度を落としてください。

• 本機の車両感覚車幅をマスターしましょう。狭い場
所での無理な通り抜けを避けましょう。ぶつけて破
損するのは時間と費用のロスです。

グググリリリーーーンンンののの刈りりり込みみみ
重要 作業中にににリリリーーークククデデディィィテテテクククタタタ搭載ささされれれててていいいるるる場合ののの
アアアラララーーームムムががが鳴っっったたたりりり、オオオイイイルルル漏れれれににに気づづづいいいたたたららら、直ちちち
にににカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを上昇さささせせせ、グググリリリーーーンンンかかかららら退避ししし
てててくくくだだださささいいい。そそそしししてててオオオイイイルルル漏れれれののの原因ををを確かかかめめめ、修理
ををを行っっってててくくくだだださささいいい。

実際にグリーンで刈り込みを行う前に、広い場所で基
本的な運転操作走行、停止、カッティングユニットの上
昇、下降、旋回動作などをよく練習してください。

グリーンに異物が落ちていないことを確認し、カップか
ら旗を抜き、刈り込みの方向を決めます。刈り込みの
方向は、前回の刈り込みの方向をもとにして決めま
す。いつも前回とは違う方向から刈るようにすると、
芝が一定方向に寝てしまわないのできれいに刈るこ
とができます。

グググリリリーーーンンンををを刈りりり込むむむ
1. エンジンはフルスロットル、モードは芝刈りモード

でグリーンに入ります。
2. グリーンの一方の縁から刈り始め､細長いじゅうた

んを敷くつもりで真っ直ぐに進んでください。

注 このパターンで作業すると、無駄な重なりをな
くし、固結を最小限に抑えながら、美しい縞模様
を作ることができます。

3. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛かった
ところで芝刈りレバーを前に倒します。

注 これによりカッティングユニットが芝面に下降し
リールが回転を始めます。

重要 中央ユユユニニニッッットトトはははやややややや遅れれれててて動作ををを開始しししままま
すすすのののででで、練習ににによよよっっってててこここのののタタタイイイミミミンンングググををを早くくくつつつかかか
んんんででで、仕上げげげののの外周刈りりりののの手間ををを最小限にににししし
ままましししょょょううう。

注 中央ユニットの遅れには、油圧オイルの温度
により多少のずれがあります。油圧オイルが低温
の時は遅れが長めになります。温度が上昇する
につれて遅れは短くなります。

4. 行きと帰りでのオーバーラップができるだけ小さく
なるように運転します。

注 グリーン内をぶれずにきれいに直進し、刈り
込みの済んだ列との距離を一定に保って走るた
めには、車体前方 1.8から 3 mのところに視線
を置いて、刈り込み済みの済んでいる列にライン
を合わせるようにするのがコツです図 24。ハンド
ルを目印にして距離を合わせても良いでしょう。
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その場合、ハンドルの縁と本機前方の目標ライン
とを重ねて見ながら運転します。

5. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛かった
ところで芝刈りレバーを軽く引いて、全部のカッ
ティングユニットが上昇するまで保持します。これ
によりリールの回転は停止し、カッティングユニッ
トが上昇します。

重要 こここのののタタタイイイミミミンンングググををを間違うううとととグググリリリーーーンンンのののエエエッッッジジジ
部分ををを刈りりり込んんんでででしししまままいいいままますすす。まままたたたカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトトををを降ろろろすすすタタタイイイミミミンンングググががが遅いいいととと外周近くくくににに刈
りりり残しししををを作っっってててしししまままいいいままますすす。タタタイイイミミミンンングググををを早くくくつつつ
かかかんんんでででくくくだだださささいいい。

6. U ターンするとき、一旦反対側にハンドルを切っ
てから旋回すると、楽に、しかも効率良く回るこ
とができて次の列そろえが楽になります。反対
側に軽く振ってから旋回すると雨だれ形の旋回
図 23になって、スムーズに次の列に入ること
ができます。

g229671

図 23

注 できるだけ小さな半径でターンをする方が刈
り込みを能率よく行うことができますが、芝草が
弱っている時などは大きな半径で優しく回ってく
ださい。

g005116

図 24

1. 目印 3. 刈り終わった側左側。
2. 127 mm 程度 4. 刈り込み中は前方 2-3 m付

近に視線を合わせておく。

注 ハンドルは自動的には元の位置に戻りませ
ん。

重要絶対ににに、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを作動さささせせせたたたままま
まままでででグググリリリーーーンンンののの上ににに停止しししてててはははいいいけけけままませせせんんん。タタターーー
フフフががが損傷しししままますすす。まままたたた、湿っっったたたグググリリリーーーンンンののの上ででで長
時間停車すすするるるとととタタタイイイヤヤヤ跡ががが残るるるここことととがががああありりりままますすす。

外周刈りりりととと仕上げげげ
1. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも前回と
反対の方向から刈るようにしましょう。

注 外周刈りの時は、スロットルレバーで走行速
度を調整しましょう。これによってグリーンの内部
とクリップが揃うようになり、タイヤ跡ができにくく
なる可能性もあります。

注 常に天候や芝状態を考慮すること、毎回刈り
込みの方向を変えることが大切です。

2. 外周刈りが終わったら芝刈りコントロールレバー
を軽く引いてカッティングユニットを停止させ、グ
リーンの外へ出ます。全部のカッティングユニッ
トがグリーンの外に出たらカッティングユニット
を上昇させます。

注 このようにすれば、グリーンの上に刈りかす
がこぼれ落ちません。

3. 旗を戻して終了です。
4. 全部の集草箱を空にしてから、次のグリーンに
移動します。

注 湿った重い刈りかすを入れたまま移動すると
機体やエンジン、油圧系、ブレーキなどに無用な
負荷がかかるので避けてください。
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運転終了後ににに

運転終了後ののの安全確認

安全ににに関すすするるる一般的ななな注意
• 運転席を離れる前に、エンジンを停止し、キーを抜
き取り、機械の動きが完全に停止したのを確認す
る。調整、整備、洗浄、格納などは、機体が十
分に冷えてから行ってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動部の
周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜まらないよ
うご注意ください。オイルや燃料がこぼれた場合
はふき取ってください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブを
閉じておいてください。

• 移動走行時など、刈り込みなどの作業をしていな
い時には、アタッチメントの駆動を解除しておいて
ください。

• 閉めきった場所に本機を格納する場合は、機械が
十分冷えていることを確認する。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、マシンや燃料
容器を保管･格納しないでください。

牽引時ののの安全事項
• この機械の牽引は、必ず牽引装置ヒッチを装備し
た車両で行ってください。牽引される側の機械は、
ヒッチポイントでのみ連結してください。

• メーカーが決めた牽引時の重量制限や斜面での
牽引制限を守ってください。斜面などでは、牽引
される側の機械の重量によって運転制御ができな
くなる危険があります。

• 牽引される側の機械には絶対に子供などを乗せな
いでください。

• 牽引は低速で行い、停止距離を十分にとってくだ
さい。

刈りりり込みみみ作業後ののの点検ととと清掃
芝刈り作業が終わったら、ホースと水道水で洗車をし
ますが、水圧が高いとシールやベアリングに浸水しま
すからノズルは使用しないでください。高温のののエエエンンンジジジンンン
ややや、配線部分にににははは水ををを掛けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。

重要 塩分ををを含んんんだだだ水ややや処理水ははは機体ののの洗浄ににに使用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

重要 圧力洗浄機でででマママシシシンンンををを洗浄しししななないいいでででくくくだだださささいいい。高
圧ののの水ででで洗浄すすするるるととと電気系統ののの損傷、重要なななデデデカカカルルルののの
はははがががれれれ、グググリリリススス部へへへののの水ののの浸入なななどどどををを起こここすすす恐れれれがががあああ
りりりままますすす。コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル、エエエンンンジジジンンン、バババッッッテテテリリリーーーののの
周囲ににに大量ののの水ををを掛けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。

重要 洗浄はははエエエンンンジジジンンンををを止めめめててて行っっってててくくくだだださささいいい。エエエンンンジジジ
ンンンををを掛けけけたたたままままままででで洗浄ををを行うううとととエエエンンンジジジンンン内部ににに損傷ををを
起こここすすす恐れれれがががああありりりままますすす。

洗浄後は以下の作業を行ってください
• 各部の磨耗・損傷、油圧機器や可動部の状態など
の点検を行ってください。

• カッティングユニットの切れ具合を点検してください。
• ブレーキシャフトアセンブリは、SAE 30 を塗りつけ
るか、スプレー式の潤滑剤を使って滑らかな動き
の確保と防錆を行ってください。

緊急時ののの牽引にににつつついいいててて
緊急時には、0.4 km 程度までは本機を牽引して移
動することができます。

重要 駆動系ににに損傷ををを与えええるるる恐れれれがががあああるるるのののででで、牽引速
度ははは、3-5 km/h まままでででとととしししてててくくくだだださささいいい。移動距離ががが 0.4
km ををを超えええるるる場合ははは、トトトラララッッックククやややトトトレレレーーーラララににに積んんんででで移送
しししてててくくくだだださささいいい。
1. 油圧ポンプについているバイパスバルブを探し
出す図 25。

g400870

図 25

1. バイパスバルブ 2. 機体底部

2. バルブを左に3回転させてバルブを開く。
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3. エンジンを掛ける前にバイパスバルブを閉じて、
12 N·m1.2 kg.m = 9 ft-lbにトルク締めすること。

重要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開けけけたたたままままままでででエエエンンンジジジンンン
ををを掛けけけななないいいこここととと。

トトトレレレーーーラララへへへののの積みみみ込みみみ
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケーブル、
ロープなどで機体を確実に固定してください。機体
の前後に取り付けた固定ロープは、どちらも、機体
を外側に引っ張るように配置してください 図 26。

g275002

図 26

1. ロープ掛けポイント左右に
あり

2. ロープ掛けポイント車両後
部
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保守
注意

適切ななな保守整備ををを行わわわななないいいととと車両ががが故障・・・破損しししたたたりりり、搭乗者ややや周囲ののの人間まままででで巻ききき込むむむ人身事故ををを
起こここすすす恐れれれがががあああるるる。

マママニニニュュュアアアルルルににに記載ささされれれたたた作業ををを行っっっててて、マママシシシンンンをををいいいつつつももも適切ななな状態ににに維持すすするるるここことととががが重要ででであああるるる。

注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注 www.Toro.comから、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

重要 エエエンンンジジジンンンののの整備ににに関しししてててののの詳細ははは、付属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参照しししてててくくくだだださささいいい。

警告
始動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始動さささせせせるるるここことととがががでででききき、危険ででであああるるる。

整備・・・調整作業ののの前にににははは必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停止ししし、キキキーーーををを抜いいいててておおおくくくこここととと。

保守作業時ののの安全確保
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– カッティングユニットを停止させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 保守作業は、各部が十分冷えてから行ってくださ
い。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかない。

• 機体の下で作業する場合には、必ずジャッキスタン
ドで機体を確実に支える。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 読めなくなったデカルは貼り替えてください。

• マシンの性能を完全に引き出し、かつ安全にお使
いいただくために、交換部品は純正品をお使いく
ださい。他社の部品を御使用になると危険な場合
があり、製品保証を受けられなくなる場合がありま
すのでおやめください。
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推奨ささされれれるるる定期整備作業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 8 時間 • オルタネータベルトの張りを点検する。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

使用するごとまたは毎日

• シートベルトに摩耗や傷がないか点検する。一部でも正常に機能しないシートベ
ルトは交換する。

• 安全インタロックシステムの動作を確認する
• 安全インタロックシステムの動作を確認します。
• 作業後の洗浄と点検
• エンジンオイルの量を点検する。
• 燃料フィルタからの水抜きを行う。
• タイヤ空気圧を点検する。
• ラジエターのスクリーンを清掃する。 ほこりの多い環境で使用しているときは 1 時間お
きに点検してください。

• 冷却液の量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• 油圧ラインとホースを点検する。
• リールとベッドナイフの摺り合わせを点検する。

50運転時間ごと

• マシンのグリスアップを行ってください。 （機体を洗浄した後にもグリスアップしてく
ださい。）

• ベアリングとブッシュのグリスアップを行う。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• エアクリーナのフィルタを整備する（ほこりのひどい場所で使用する場合は整備間隔
を短くする）。

• ホイールナットのトルク締めを行う。

500運転時間ごと • 燃料フィルタを交換する。

800運転時間ごと

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合やマシンに入れてしまった場合に
は、オイルの全量を抜き取り、フィルタとタンクのブリーザを交換し、正規のオイル
を入れてください。

• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

1000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルフィルタを交換してください。

2000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルを交換してください。

1年ごと • ブレーキの慣らし掛けを行います。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続を点検します。
• 冷却系統の内部清掃を行う。
• 可動部分のホースすべてを交換する｡
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始業点検表
このページをコピーして使ってください。

第 週点検項目

月 火 水 木 金 土 日

インタロックの動作を点検す
る。

計器類の動作を確認する

ブレーキの動作

燃料フィルタ･水セパレータを
点検する。

燃料残量を確認する。

エンジンオイルの量を点検す
る。

油圧オイルの量を点検する。

スクリーンとラジエターを清掃
する。

エアフィルタを点検する。

エンジンからの異常音がない
か点検する。

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整の点検する。

グリスアップ。1

走行、ブレーキの各リンクの
潤滑を行う。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要注意個所ののの記録

点検担当者名

内容 日付 記事
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潤滑
グググリリリスススアアアッッップププ
整備間隔: 50運転時間ごと 機体を洗浄した後にもグリ

スアップしてください。

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2汎用リ
チウム系グリスを注入します。通常の使用では 50運
転時間ごごごとととにににベアリングとブッシュのグリスアップを行
います。ブロアを水洗いしたときは整備間隔に関係な
く直ちにグリスアップしてください。

グリスポイントは以下のベアリングとブッシュ部分です

• 後ホイールハブヶ所 図 27

g008439

図 27

• キャスタベアリング1ヶ所 図 27
• ステアリングシリンダ2 ヶ所 図 27
• 昇降アーム3 ヶ所 図 28

g008440

図 28

• 走行ペダルのピボット1ヶ所 図 29)

g008441

図 29

• キャリアフレームのピボット3ヶ所 図 30

g016483

図 30

1. 異物を押し込んでしまわないよう、グリスニップ
ルをきれいに拭く｡

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. カッティングユニットを外した時にはリールモー
タのスプラインシャフトと昇降アームとにグリス
を塗布する。

5. 芝刈り作業後の水洗いが終わったら、ピボット部
にはSAE 30 エンジンオイルか潤滑剤WD40を塗
布または吹き付けする。

注 カッティングユニットの潤滑についてはカッティングユ
ニットのオペレーターズマニュアルを参照してください。
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エエエンンンジジジンンンののの整備
エエエンンンジジジンンンののの安全事項
• エンジンオイルの点検や補充は､エンジンを止め
て行ってください｡

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整備
整備間隔: 200運転時間ごと—エアクリーナのフィルタ

を整備するほこりのひどい場所で使
用する場合は整備間隔を短くする。

• エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか
点検し、破損があれば交換してください。吸気部
全体について、リーク、破損、ホースのゆるみな
どを点検してください。

• 早めに整備を行っても意味がありません。むしろ
フィルタを外したときにエンジン内部に異物を入れて
しまう危険があります。

• 本体とカバーがシールでしっかり密着しているのを
確認してください。

1. エアクリーナのカバーをボディーに固定している
ラッチを外す(図 31)。

g008442

図 31

1. エアクリーナのラッチ 3. フィルタ

2. ダストキャップ 4. 出口バルブ

2. ボディーからカバーを外す。
3. フィルタを外す前に、低圧のエア2.75 bar = 2.8

kg/cm² = 40 psi、異物を含まない乾燥した空
気で、一次フィルタの外側とキャニスタとの間に溜
まっている大きなゴミを取り除く。このエア洗浄に
より、フィルタを外した時にホコリが舞い上がって
エンジン部へ入り込むのを防止することができる。

重要 高圧のののエエエアアアははは使用しししななないいい。異物がががフフフィィィルルルタタタ
ををを通っっってててエエエンンンジジジンンン部へへへ吹ききき込まままれれれるるる恐れれれがががあああるるる。

4. 一次フィルタを取り外し、以下の手順で交換する

重要 使用済みみみのののエエエレレレメメメンンントトトををを再利用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。
A. 新しいフィルタの場合は出荷中の傷がないか

点検する破損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使用しししななないいい
B. フィルタのボディから古いフィルタを注意深く

取り出して廃棄する。
C. フィルタをボディーに取り付ける。エレメント

の外側のリムをしっかり押してエレメントをボ
ディーに密着させる。

重要 フフフィィィルルルタタタののの真んんん中ののの柔らららかかかいいい部分ををを
持たたたななないいいでででくくくだだださささいいい。

5. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。カバーについているゴム製のアウトレットバル
ブを外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

6. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の 5:00 と 7:00 の間になるようにカバーを
取り付ける。

7. カバーとボディがラッチで確実に固定されている
ことを確認する図 31。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを点検すすするるる
整備間隔: 使用するごとまたは毎日
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してくださ
い 油量は3.7 リットルフィルタ共です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

• API規格CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラス。
• 推奨オイル SAE 10W–30
• 他に使用可能なオイル SAE 15W–40

Toroのプレミアムエンジンオイル10W-30を代理店にて
お求めいただくことができます。パーツカタログでパー
ツ番号をご確認ください。

注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、そ
の日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えている
うちです。既にエンジンを始動してしまった場合には、
一旦エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10
分間程度待ってください。油量がディップスティックの
ADDマークにある場合は、FULLマークまで補給してく
ださい。入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。

重要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上限
マママーーークククととと下限マママーーークククののの間にににあああるるるよよようううににに管理しししてててくくくだだださささいいい。
多すすすぎぎぎてててももも少なななすすすぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンににに悪影響ががが出ままますすす。
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、キー

を抜き取る。
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2. ディップスティックを抜き､ウェスで一度きれいに
拭く(図 33)。

重要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを補給すすするるるととときききにににははは、デデディィィッッッ
プププススステテティィィッッックククををを抜いいいててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。エエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルををを補給すすするるる時にににははは、補給口とととジジジョョョウウウゴゴゴなななどどどののの
間ににに必ずずず図 32ににに示すすすよよようううなななすすすききき間ががが必要ででですすす。
こここれれれははは補給ののの際ににに通気ををを確保ししし、オオオイイイルルルがががブブブリリリーーー
ザザザ内部ににに侵入しししななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめででですすす。

g016415

図 32

1. ここにすき間をあける

g016419

図 33

1. 給油口キャップ 2. ディップスティック

3. ディップスティックを、首の根元までもう一度しっ
かりと差し込む。

4. 首から引き抜いて油量を点検する。

注 油量が足りなければ、バルブカバーについて
いる補給口のキャップを取り、ディップスティック
の FULLマークまで ゆゆゆっっっくくくりりりととと補給する。
補給するときは､ディップスティックで確認しながら
少量ずつ入れる｡入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。

5. ディップスティックを元通りに取り付ける。

6. エンジンを始動しアイドル回転で約 30秒間回転
させ、その後にエンジンを停止させる。30秒間
待って、ステップ2-5をもう一度行う。

7. ディップスティックをしっかりと取り付ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交換
整備間隔: 使用開始後最初の 50 時間

100運転時間ごと
1. ドレンプラグ図 34を外してオイルを容器に受け

る。オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。
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g016422

図 34

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ

2. オイルフィルタを外す。新しいフィルタのガスケッ
トに薄くエンジンオイルを塗る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ込み、
そこから更に ½-¾回転増し締めする。締めめめすすすぎぎぎ
ななないいいよよようううににに注意すすするるるこここととと。

4. クランクケースにオイルを入れる エンジンオイルと
フィルタの交換 (ページ 34)を参照。

5. 使用済みオイルフィルタと燃料フィルタは適切に
処分する。

燃料系統ののの整備
燃料フフフィィィルルルタタタかかからららののの水抜ききき
整備間隔: 使用するごとまたは毎日
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させる。

2. フィルタの下に燃料を受ける容器をおく。

3. 燃料フィルタについているドレンプラグを 1回転
ほど開き、内部にたまっている異物を流し出す
図 35。

g007367

図 35

1. 燃料フィルタ

4. 終了したらプラグを締める。

注 内部に溜まっている水は軽油と混合して出て
きますので、容器に受けて適切に処分してくださ
い。
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燃料フフフィィィルルルタタタののの交換
整備間隔: 500運転時間ごと
1. 長期間保管する場合には燃料バルブ図 36を閉

じておく。

g008434

図 36

1. 燃料バルブ

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。
3. フィルタの下に燃料を受ける容器をおく。
4. フィルタのドレンプラグとブリーザバルブを開く
図 37。

g254461

図 37

1. ブリーザバルブ 3. フィルタのドレンプラグ

2. 燃料フィルタ

5. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。
6. ガスケットに薄くオイルを塗る。
7. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込

み、そこからさらに1/2回転締め付ける。
8. キャニスタ下部のドレンプラグを締め、燃料バ

ルブを開く。
9. 燃料やフィルタを処分する場合には、地域の法
令などにしたがって行ってください。

燃料ララライイインンンとととそそそののの接続ののの点検
整備間隔: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。
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電気系統ののの整備
電気系統ににに関すすするるる安全確保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

バババッッッテテテリリリーーーへへへのののアアアクククセセセススス
バッテリーは、運転席左のカバーの下にあります図
38。

ねじ図 38、ワッシャ、ナットを外すとカバーを外すこと
ができます。バッテリーの整備が終わったら、外したね
じ類で再びカバーを取り付けてください。

g344663

図 38

1. ねじ 2. カバー

バババッッッテテテリリリーーーののの接続ををを外すすす
警告

バババッッッテテテリリリーーーののの端子ににに金属製品ややや車体ののの金属部分
ががが触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。そそそ
れれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。
• バババッッッテテテリリリーーーののの取りりり外しししややや取りりり付けけけををを行うううととときききににに
ははは、端子ととと金属ををを接触さささせせせななないいいよよようううににに注意すすす
るるる。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端子ととと金属ををを接触さささせせせななないいい。

警告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接続手順ががが不適切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。
そそそれれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。

ケケケーーーブブブルルルををを取りりり外すすす時ははは、必ずずずマママイイイナナナススス黒ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取りりり外すすす。

1. バッテリーにアクセスする;バッテリーへのアクセ
ス (ページ 37)を参照。

2. バッテリー端子から、マイナスケーブルを外す
図 39。

g253380

図 39

1. マイナスケーブル 2. プラスケーブル

3. バッテリーのプラスケーブルについている絶縁カ
バーを外して、プラスケーブルをバッテリーから
外す図 39。
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バババッッッテテテリリリーーーををを接続すすするるる
警告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接続手順ががが不適切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。
そそそれれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。
ケケケーーーブブブルルルををを取りりり付けけけるるる時ははは、必ずずずプププラララススス赤ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取りりり付けけけ、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒ケケケーーーブブブルルルををを
取りりり付けけけるるる。

1. バッテリーにアクセスする;バッテリーへのアクセ
ス (ページ 37)を参照。

2. プラス+ケーブルをバッテリーに接続し、クランプ
ナットで接続する図 40。

g253379

図 40

1. プラスケーブル 2. マイナスケーブル

3. マイナス-ケーブルをバッテリに接続し、クランプ
ナットで接続する図 40。

バババッッッテテテリリリーーーををを充電すすするるる
警告

バババッッッテテテリリリーーーののの端子ににに金属製品ややや車体ののの金属部分
ががが触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。そそそ
れれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。
• バババッッッテテテリリリーーーののの取りりり外しししややや取りりり付けけけををを行うううととときききににに
ははは、端子ととと金属ををを接触さささせせせななないいいよよようううににに注意すすす
るるる。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端子ととと金属ををを接触さささせせせななないいい。

1. バッテリーの接続を外す バッテリーの接続を外
す (ページ 37)を参照。

2. バッテリーをトレイに固定している金具類を外し
てバッテリーを機体から外す。

3. 充電器に接続し、充電電流を 2-4 A にセットす
る。液温 16°Cのときの電解液の比重が 1.250に
なり、全部のセルから泡が十分に立つようになる
まで、充電電流 4A で最低2時間程度、または充
電電流 2A で最低4時間程度、充電を行う。

警告
充電中ははは爆発性のののガガガスススががが発生すすするるる。

充電中ははは絶対禁煙ををを厳守。バババッッッテテテリリリーーーににに火
気ををを近づづづけけけななないいい。

重要 充電時間ががが不足しししててていいいるるるとととバババッッッテテテリリリーーーののの寿
命ががが短くくくなななるるる可能性がががああありりりままますすす。

4. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

5. バッテリートレイの上にバッテリーを置き、先ほど
取り外したクランプと固定具で固定する。

6. バッテリーを接続する バッテリーを接続する (ペー
ジ 38)を参照。

警告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接続ルルルーーートトトががが不適切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発
生すすするるる。そそそれれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここ
ししし人身事故ににに至るるる恐れれれがががあああるるる。

ケケケーーーブブブルルルををを取りりり付けけけるるる時ははは、必ずずずプププラララススス
赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取りりり付けけけ、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス
黒ケケケーーーブブブルルルををを取りりり付けけけるるる。
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ヒヒヒュュューーーズズズののの搭載位置
マシンに搭載されているヒューズは座席下にあります
図 41。

g564749

図 41

1. ヒューズ10 A 2. ヒューズ15 A

走行系統ののの整備
タタタイイイヤヤヤ空気圧ををを点検すすするるる
整備間隔: 使用するごとまたは毎日
タイヤ空気圧はターフのコンディションに合わせて適
宜変えてください適正範囲の最低値は 0.55 bar0.56
kg/cm12=8 psi、最高値は 0.83 bar0.84 kg/cm2=12
psiです。

後輪の空気圧も適宜変えてください最低値は0.55
bar0.56 kg/cm2=8 psi、最高値は 1.03 bar10.5
kg/cm2=15 psiです。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点検
すすするるる
整備間隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間
200運転時間ごと

警告
適切なななトトトルルルククク締めめめををを怠るるるととと車輪ののの脱落ややや破損かかかららら
人身事故にににつつつななながががるるる恐れれれがががああありりりままますすす。

各ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトををを所定のののトトトルルルクククににに適切ななな締めめめ付けけけ
順序ををを守っっっててて締めめめ付けけけるるる。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトののの規定トトトルルルククク95-122 N·m9.7-12.5 kg.m
= 70-90 ft-lb

注均等な締め付けになるようにクロスパターンで少しず
つ締め付けてください。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララ
ルルル調整
走行ペダルをニュートラル位置にしても本機が動きだ
すようでしたら、ニュートラル復帰メカニズムを調整
します。
1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支える。

注 3輪駆動キットを搭載している場合には、後ホ
イールも浮かせてブロックしてください。

2. エンジンを始動し、スロットルを SLOWにセットし、
浮かせている前輪が回転しないことを確認する。

3. 車輪が回転している場合には、エンジンを止め、
以下の手順で調整する
A. 走行ケーブルを油圧トランスミッションのバル

クヘッドに取り付けているジャムナット図 42を
両方ともゆるめる。調整ができるよう、ジャム
ナットは十分に、また均等にゆるめること。

39
 



g016466

図 42

1. 走行ケーブル 4. 偏芯ナット
2. バルクヘッド 5. ロックナット

3. ジャムナット

注 偏芯ナットをトランスミッション上部に止め
ているナット図 42をゆるめる。

B. 機能コントロールレバーをニュートラルにセッ
トし、スロットルを SLOW位置にする。

C. エンジンを掛ける。

D. どちらにも車輪が回らないように偏芯ナット
を回して調整する。

E. 調整ができたら固定ナットを締める図 42。
F. スロットルSLOWおよびFAST位置で調整が
正しいことを確認する。

G. バルクヘッドのそれぞれの側から、ロック
ナットを均等に締め付けて、ケーブルを固
定する図 42。ケーブルをねじらないように
注意すること。

注 モードレバーがニュートラル位置のときに
ケーブルが緊張していると、芝刈りモードや
移動走行モードに切り換えたときにペダルを
踏まなくても走り出してしまいます。

移動走行速度ののの調整

最高速度ががが出せせせるるるよよようううににに調整すすするるる
走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時に調整さ
れていますが、一杯に踏んでいるのにペダルストップに
当たらないようになったら調整が必要です。また、最高
速度を下げたい場合にも調整を行います。

モードレバーを移動走行位置にセットし、ペダルを一杯
に踏み込めば最高速度となります。ケーブルに張力が
掛かる前にペダルがストップ図 43に当たる場合には
調整が必要です。

g005520

図 43

1. ペダルストップ

1. モードレバーを移動走行位置にセットし、ペダルス
トップを固定しているロックナットをゆるめる図 43。

2. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルから
離す。

3. ペダルに軽く力を掛けながら、ペダルストップの
位置の微調整を行い、調整ができたらロックナッ
トで調整を固定する。

重要 ケケケーーーブブブルルルのののテテテンンンシシショョョンンンををを確認しししてててくくくだだださささいいい。
テテテンンンシシショョョンンンががが強すすすぎぎぎるるるとととケケケーーーブブブルルルののの寿命ががが短くくく
なななりりりままますすす。

移動走行速度ををを下げげげるるる調整
1. ペダルを踏み、ペダルストップを固定している

ロックナットをゆるめる。

2. 希望する速度になるまでペダルストップをゆる
める。

3. ロックナットで調整を固定する。
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芝刈りりり速度ののの調整
出荷時に調整されていますが、速度を変えたい場合に
は調整してください。

1. トラニオンボルトのジャムナットをゆるめる図 44。
2. ロック芝刈ブラケットをペダルピボットに固定して

いるナットをゆるめる。

g008451

図 44

1. ジャムナット 3. トラニオンボルト

2. ナット

3. 刈り込み速度を遅くするには、トラニオンボルトを
右に回し、速くするには左に回す。

4. トラニオンボルトのジャムナット、およびペダルピ
ボットのナットを締め付けて調整を固定する図
44。調整を確認し、必要に応じて再調整する。

冷却系統ののの整備
冷却系統ににに関すすするるる安全確保
• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や
ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。
– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

ラララジジジエエエタタターーースススクククリリリーーーンンンののの清掃
整備間隔: 使用するごとまたは毎日ほこりの多い環境

で使用しているときは 1時間おきに
点検してください。

オーバーヒートを防止するため、ラジエターとスクリーン
は常にきれいにしておいてください。基本的にラジエ
ターとスクリーンを毎日点検し、必要であれば 1時間ご
とに清掃してください。汚れやすい環境で使用している
場合にはより頻繁な清掃が必要です。
1. ラジエターのスクリーンを外す図 44。
2. ファン側からラジエターをエアで吹いて汚れを落と

す。

g008426

図 45

1. ラジエタースクリーン 2. ラジエター

3. スクリーンを清掃して元通りに取り付ける。

冷却液ののの量ををを点検すすするるる
冷却系統の容量はおよそ 3.2 リットルです。
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冷却液は水とエチレングリコール不凍液の 50/50混合
液を使用してください。毎日の作業前、エンジンを始動
する前に冷却液の量を点検してください。

注意
エエエンンンジジジンンン停止直後にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開けけけ
るるるととと、高温高圧ののの冷却液ががが吹ききき出しししてててやややけけけどどどををを
負ううう恐れれれがががあああるるる。
• エエエンンンジジジンンン回転中はははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを開けけけななな
いいいこここととと。

• キキキャャャッッップププををを開けけけるるるととときききはははウウウェェェスススなななどどどををを使いいい、高温
ののの水蒸気ををを逃がががしししななながががらららゆゆゆっっっくくくりりりととと開けけけるるるこここととと。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 冷却液の量を点検する図 46。
エンジンが冷えている状態で、補助タンク側面
についている 2 本のマークの間にあれば適正
である。

g008427

図 46

1. 補助タンク

3. 液量が不足している場合には、補助タンクのふた
をとり、水とエチレングリコール不凍液の50/50混
合液を補給する。入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。

4. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

ブブブレレレーーーキキキののの整備
ブブブレレレーーーキキキののの慣らららししし掛けけけををを行ううう
整備間隔: 1年ごと

ブレーキをしっかりと掛け、その状態のままで、刈り
込み速度で走行し、ブレーキが過熱して臭気がしてき
たら終了します。慣らし掛け終了後にブレーキの調整
が必要になる場合があります ブレーキの調整 (ペー
ジ 43)を参照。
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ブブブレレレーーーキキキののの調整
両輪を均等に調整できるよう、機体両側にブレーキ調
整ロッドがついています。

1. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が均等に
ロックするか調べる。

注意
狭いいい場所ややや人ののの近くくくでででのののブブブレレレーーーキキキテテテススストトトははは大
変危険ででであああるるる。

ブブブレレレーーーキキキ調整ののの前後ににに行うううテテテススストトトははは、必ずずず人
ややや障害物のののななないいい平坦ででで広いいい場所ででで行うううこここととと。

2. ブレーキが左右均等に掛からない場合は以下の
手順で調整してください

A. コッターピンとクレビスピンを外して、ブレー
キロッドを外す図 47。

g008448

図 47

1. クレビスピンとピンコッター
ピン

3. クレビス

2. ジャムナット 4. ブレーキシャフト

B. ジャムナットをゆるめ、クレビスを調整する
図 47。

C. クレビスをシャフトに取り付ける図 47。
D. ブレーキペダルのあそびの量を調べる。ブ

レーキシューがドラムに接触するまでに、
13-26 mmの遊びがあるのが適切である。
必要に応じて再調整する。

E. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が
均等にロックするか調べる。必要に応じて
修正する。

重要 一年ににに一度、ブブブレレレーーーキキキののの慣らららししし掛けけけををを行っっってててくくくだだだ
さささいいい ブブブレレレーーーキキキののの慣らららししし掛けけけををを行ううう (ペペペーーージジジ 42)ををを参照。

ベベベルルルトトトののの整備
オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの調整
整備間隔: 使用開始後最初の 8 時間

機械を正しく動作させ、無用の磨耗を防止するために､
ベルト類は正しく調整してください。

1. 平らな場所にマシンを停止させ、エンジンを止
め、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取り、各部
が完全に停止したのを確認してください。

2. 2 つのプーリの中間部でベルトを親指で中くらい
の力10 kgで押す。7-9 mm程度のたわみが出る
のが適正である。ベルトの張りの調整が必要な
場合は、以下の手順で行う

g014755

図 48

1. オルタネータのベルトここを押す
2. オルタネータ

3. 調整ストラップ

A. オルタネータをエンジンと調整ストラップに固
定しているボルトをゆるめる。

B. ベルトに破損や過度の磨耗がないか点検
し、必要に応じて交換する。

C. オルタネータとエンジンとの間にバールを入
れ、オルタネータを引き出すようにしてベルト
に張りを出し、ボルトを元通りに締め付ける。
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制御系統ののの整備
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの昇降タタタ
イイイミミミンンングググののの調整
本機のカッティングユニット昇降回路にはフローコント
ロールバルブ図 49がついています。このバルブは出
荷時に約3回転の開度に調整されていますが、作動油
の温度、作業速度などにより調整が必要になる場合が
あります。以下の手順で調整します

注 油圧オイルの温度が十分上昇してから調整にか
かってください。

1. 運転席を上げ、センタープルフレーム用フローコ
ントロールバルブ図 49を露出させる。バルブは
油圧マニホルドの側面についている。

g033382

図 49

1. フローコントロールバルブ

2. フローコントロールバルブの調整ノブについている
ジャムナットをゆるめる。

3. 中央のカッティングユニットの降下が遅すぎる場
合、ノブを左に回し、降下が早すぎる場合は、
右に回す。ノブは1/32-1/16回転以内で調整可
能である。

4. 調整を確認し、必要に応じてステップ3を繰り返
し、適切に調整できたらジャムナットを締める。

油圧系統ののの整備
油圧系統ににに関すすするるる安全確保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門
医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経験
のある施設で数時間以内に外科手術を受ける必要
があります。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が高
圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけな
いでください。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使用する
こと。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放すること。

油圧オオオイイイルルルののの点検ととと交換
重要 使用すすするるる油圧オオオイイイルルルののの種類ににに関わわわりりりなななくくく、グググリリリーーー
ンンン外ののの刈りりり込みみみやややバババーーーチチチカカカッッットトト作業なななどどどののの高負荷作
業、あああるるるいいいははは外気温度ががが29℃℃℃ををを超えええるるるよよようううななな高温地
域ででで使用すすするるる場合にににははは、油圧オオオイイイルルルクククーーーラララキキキッッットトトP/N
117-9314ををを取りりり付けけけてててくくくだだださささいいい8 オオオイイイルルルクククーーーラララををを取りりり付
けけけるるる (ペペペーーージジジ 14)をををごごご覧くくくだだださささいいい。

油圧作動液ののの仕様
油圧オイル溜めに高品質の油圧オイルを満たして出荷
しています。初めての運転の前に必ず油量を確認し、
その後は毎日点検してください 油圧オイルの量を点検
する (ページ 45)を参照。
交換用ののの推奨油圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。

注 推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使用可能ななな他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高粘度イイインンンデデデッッックククススス低流動点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油圧作
動液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48
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高粘度イイインンンデデデッッックククススス低流動点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油圧
作動液, ISO VG 46 (cont'd.)

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上

流動点 ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro代理店へ。

重要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合成生分解油圧作動液ははは、トトトロロロ
社がががこここののの製品へへへののの使用ををを認めめめたたた唯一ののの合成生分解オオオ
イイイルルルででですすす。こここのののオオオイイイルルルははは、トトトロロロ社ののの油圧装置ででで使用ししし
ててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪影響ををを与えええずずず、まままたたた広範囲ななな
温度帯でででののの使用ががが可能ででですすす。こここのののオオオイイイルルルははは通常ののの鉱
物性オオオイイイルルルととと互換性がががああありりりままますすすががが、十分ななな生分解性
ををを確保ししし、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性能ををを十分ににに発揮さささせせせるるる
たたためめめにににははは、通常オオオイイイルルルととと混合せせせずずず、完全ににに入れれれ替えええ
ててて使用すすするるるここことととががが望まままれれれままますすす。こここののの生分解オオオイイイルルルははは、
モモモーーービビビルルル代理店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶まままたたたははは 208 リリリッッットトトルルル
缶でででおおお求めめめににになななれれれままますすす。

油圧オオオイイイルルルののの量ををを点検すすするるる
1. 平らな場所に駐車する。マシンが使用直後でな

く、油圧オイルが冷えた状態であることを確認
してください。

2. オイルタンクのキャップを取って油量を点検す
る。補給口の首の根元部分まであれば適正で
ある図 50｡

g008428

図 50

1. 油圧オイルタンク 2. スクリーン

3. 量が不足している場合には、適切なオイルを、
補給口の首の根元部分までゆっくりと補給する。
入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。

重要油圧回路ののの汚染ををを防止すすするるるたたためめめ、オオオイイイルルルののの
缶ををを開けけけるるる前ににに、缶のののふふふたたたののの表面をををきききれれれににに拭っっっ
てててくくくだだださささいいい。まままたたた、給油ホホホーーースススやややロロローーートトトなななどどどももも汚
れれれがががななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。

4. タンクにキャップを取り付ける。こぼれたオイル
はふき取る。

重要 初めめめてててののの運転ののの前にににははは必ずずず油量ををを確認ししし､
そそそののの後ははは毎日点検しししてててくくくだだださささいいい｡

油圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交換
整備間隔: 800運転時間ごと—推奨ささされれれててていいいななないいい油圧

オイルを使用している場合やマシン
に入れてしまった場合には、オイル
の全量を抜き取り、フィルタとタンク
のブリーザを交換し、正規のオイル
を入れてください。

1000運転時間ごと—推奨オイルをごごご使用の場合
には、油圧オイルフィルタを交換してください。
2000運転時間ごと—推奨オイルをごごご使用の場合
には、油圧オイルを交換してください。

油圧オオオイイイルルルののの量20.8 リットル

オイルが汚染された場合は内部のフラッシュ洗浄作業
が必要となります。 Toro代理店にご相談ください｡汚
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染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ色になっ
たりします。

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう図
51。フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを
外す。

g008447

図 51

1. 油圧オイルフィルタ

注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換する場
合には、フィルタに入るラインを外して栓をして
ください。

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオイルで
湿し、ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで
手で回し入れる。その状態からさらに ¾ 回転
締め付ける。

3. 油圧オイルタンクに油圧オイルを入れる 油圧作
動液の仕様 (ページ 44)と油圧オイルの量を点検
する (ページ 45) を参照。

4. エンジンを始動させ、3-5分間のアイドリングを
行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部にたまっ
ているエアを逃がす。エンジンを停止させ、オ
イル量を調べる。

5. 使用済みオイルとフィルタは適切に処分する。

油圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点検
油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保守
刈りりり込みみみブブブレレレーーードドドにににつつついいいてててののの
安全事項
磨耗したり破損したりしたリール刃や下刃は使用中に割
れて破片が飛び出す場合があり、これが起こるとオペ
レータや周囲の人間に多大の危険を及ぼし、最悪の場
合には死亡事故となる。

• リール刃や下刃が磨耗や破損していないか定期的
に点検すること。

• 刃を点検する時には安全に十分注意してください。
必ず手袋を着用してください。リールと下刃は研磨
するか交換するかのみ行い、たたいて修復したり溶
接したりしないでください。

• 複数のカッティングユニットを持つマシンでは、1つの
リールを回転させると他のカッティングユニットのリー
ルも回転する場合がありますから注意してください。

リリリーーールルルとととベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの摺りりり合
わわわせせせををを点検すすするるる
前日の調子に関係なく、毎日、芝刈り作業を行う前
に、各カッティングユニットのリールとベッドナイフの接
触状態を点検してください。リールと下刃の全長にわ
たって軽い接触があれば適正です｡カッティングユニット
のオペレーターズマニュアルを参照｡

リリリーーールルル回転速度ののの設定ををを行ううう
一定で、クオリティの高いカットを行い、均一な刈り上
がり見映えを作るには、リール速度コントロール運転席
左側のカバーの下にあるマニホルドブロックについて
いるを正しく設定しておく必要があります。調整は以
下の手順で行います

1. 希望の刈高を決める。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度を決め
る。

3. リールの刃数5, 8, 11, 14に対応するグラフ図
52から、希望する刈高に合ったリール回転速度
を探し出す。
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g014736

図 52

4. 運転席を倒して、支持棒で支える図 53。

g229847

図 53

5. リールの速度を設定するには、リール速度コント
ロールのノブ図 54を回して、ノブの矢印を、手
順3で決めた数値に合わせる。

g229849

g229880

図 54

1. ノブリール速度コントロール 3. インジケータの矢印

2. ハンドルバックラップレバー

注 リール速度の設定は、ターフの実情に合わせ
て増減してかまいません。
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リリリーーールルルのののバババッッックククラララッッップププ

警告
バババッッックククラララッッップププ中にににリリリーーールルルににに触れれれるるるととと大けけけがががをををすすするるる。
• リリリーーールルルそそそののの他ののの可動部ににに手指ややや衣類等ををを近づづづ
けけけななないいいよよよううう注意すすするるるこここととと。

• エエエンンンジジジンンンががが動いいいててていいいるるる間ははは、止まままっっったたたリリリーーールルルををを
絶対ににに手ややや足ででで回そそそうううとととしししななないいいこここととと。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下さ
せ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛ける。

2. 運転席を倒して、支持棒で支える図 55。

g229847

図 55

3. バックラップしたい各カッティングユニットのリール
と下刃をバックラップ用に設定するカッティングユ
ニットのオペレーターズマニュアルを参照。

4. バックラップレバーを逆転R位置にセットする図
56。

g229849

g229848

図 56

1. ノブリール速度コントロール 3. R 位置
2. ハンドルバックラップレバー 4. F 位置

5. リール速度ノブを 1 にセットする図 56。
6. エンジンを始動し、アイドル回転にセットする。

重要 バババッッックククラララッッップププ中はははエエエンンンジジジンンンののの速度ををを変えええななな
いいいでででくくくだだださささいいい。リリリーーールルルががが停止すすするるる場合がががああありりりままま
すすす。バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速度以外でででははは行わわわ
ななないいいこここととと。

7. モードレバーをニュートラルにセットし、昇降レ
バーを前に倒すとバックラップが始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウンドを
塗布しながらラッピングを続ける。どんな場合でも
短い柄のブラシは使用しないこと。
• リールが停止したり回転にムラがある場合
は、速度設定を上げて回転を安定させてから
もとの速度或いは希望速度に戻す。

• バックラップ中にカッティングユニットを調整す
る必要が生じた場合は、モードレバーを後ろ
に引き、エンジンを停止させて、調整を行
う。調整が終ったら4-8を行う。

9. バックラップするユニット全部に上記手順4-8を
行う。

10. バックラップが終了したら、バックラップレバーを
通常の刈り込み位置Fに戻し、カッティングユニッ
トの速度コントロールを希望する位置にセットし、
運転席を元にもどして固定し、カッティングユニッ
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トに付いているコンパウンドを完全に落とす。必要
に応じてリールと下刃のすり合わせを調整する｡

重要 バババッッックククラララッッップププレレレバババーーーををを F位置ににに戻さささななないいいととと、
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの上昇なななどどどののの操作をををすすするるるこここ
とととがががででできききままませせせんんん。

保管
格納保管時ののの安全確保
• マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部の動作が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離れ
る。調整、整備、洗浄、格納などは、マシンが十
分に冷えてから行ってください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管･格納しないでください。

格納保管ののの準備
長期間にわたって保管する場合には以下の作業を
行ってください

1. 機体の洗浄や格納を行う時は必ず停止し、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを止め、キーを抜き取
り、各部が完全に停止したのを確認してください。

2. 機体からゴミや刈りかすをきれいに取り除く。必
要に応じてリールと下刃の研磨を行うカッティング
ユニットのオペレーターズマニュアルを参照。ベッ
ドナイフやリールの刃にはさび止めを塗布する。
グリスアップと機体各部の潤滑を行う グリスアッ
プ (ページ 32)のページを参照。

3. タイヤに重量がかからないように完全にブロッ
クする。

4. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ラインや
フィッティングを注意深く点検し、必要に応じて交
換する油圧オイルとフィルタの交換 (ページ 45) と
油圧ラインとホースの点検 (ページ 46)を参照。

5. 燃料タンクに残っている燃料を完全に抜く。エン
ジンを始動し、燃料切れで自然に停止するのを
待つ。燃料フィルタを交換する 燃料フィルタの交
換 (ページ 36)を参照。

6. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジンオイルを
抜き取る。新しいオイルを入れる エンジンオイル
とフィルタの交換 (ページ 34)を参照。

7. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウジングな
どをきれいに清掃する。

8. バッテリーを取り外して完全充電する。充電終了
後は、機体に取り付けて保存しても、機体から
外したままで保存してもよい。機体に取り付けて
保存する場合は、ケーブルを外しておいてくださ
い。暖かい場所ではバッテリーが早く放電するの
で、保管は涼しい場所で行うようにしてください。

9. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管する。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州第65号決議ににによよよるるる警告

こここののの警告ははは何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

警告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何?
Prop 65は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきておりま
すが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all。

Prop 65の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法律ははは全世界ににに適用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州ののの警告ととと連邦政府ののの上限とととののの関係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似たたたよよようううななな製品なななのののににに警告ががが付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ
• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製品にににはははこここののの警告ががが表示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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